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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１７年　１２月２２日　（木）

　　　　司会 　市島　正江　記録　スバベイ　真理子　
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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 横山　耕生様～12／21日、歯科受診されています。う蝕の治療を行っています。　　

　　　　　　　次回12／28（水）継続治療となります。食事後の歯磨きを確実に実施するよう、確認していきましょう。又、口唇の乾燥強く、亀裂・出血予防の為、ノイロビタン（ビタミン剤）３×１　21日夕～12／28昼まで、7日分の臨時処方が古川Ｄｒより出ています。皮膚の乾燥状態を確認していきましょう。


　　　　　　川端Ｄｒの問診あっています。精神症状に不安定さあり、12月 14

日（水）夕より、ハロステン（１）３Ｔ　３×１の追加臨時処方

出ていましたが、そのまま継続処方となっています。12／27（火）

夕までの臨時処方となり、12／28（水）朝～定期処方へと切り替

えとなります。動悸訴え時の予測指示であるｿﾗﾅｯｸｽ（抗不安剤）は、Ｈ18　１／4（水）まで有効となります。

· 山火　るい子様～12／19（月）より、鼻汁続いており、12／21（水）夕～ＰＬ　　

　　　　　　　　（総合感冒薬）12／26（月）昼まで、5日分の臨時処方でています。発熱等、風邪症状悪化に注意し観察していきましょう。

・大上　なみ様～12／22（木）、小坂Ｄｒより、脱肛部の処置・診察しています。ピオクタニン消毒、ネリプロクト軟膏、フランセチンパウダーの処置は継続となります。次回受診日は、Ｈ18　１／5（木）となります。処置時脱肛している場合は、軟膏塗布の時に直腸内、もとの位置に戻してあげるようにしましょう。脱肛部の清潔保持の為、毎回排泄後に消毒綿で清拭していただいています。引き続きびらん・出血等症状変化に注意し観察していきましょう。
　　・北病棟内倉庫の整理・整頓を行っています。各物品の使う頻度によって一部移動しています。新たに収納スペースを確保できましたので、有効利用していきましょう。
· 疾病教室について・・・①基礎コースＡは、北担当。Ｂ，Ｃ，Ｄ，は西担当。

　　　　　　　　　　　　②毎日やっていたアンケートは最後の日に行い、西の下帯ナースに渡す。

　　　　　　　　　　　　③記録用紙は基礎コースもしステップアップコースも同じです。ピンクのボックスに入っていますので、記録後医師の捺印もらい、カルテにはさむ。

　　　　　　　　　　　　④リハビリテーションプログラム実施記録には簡単に記載し、疾病教室の個人記録に詳しく書く。

　　　　　　　　　　　　⑤疾病教室の用紙をプログラムに打ち込む書式がないので、前回からコピーして下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜注目患者様のケース検討＞

吉田　富秋様～月々の決算に誤算あり不明金改善されない為、現在、スタッフ付き添いにて毎日小遣い帳の確認、書き方・計算方法の指導を行なっています。しかし、未だ理解不十分さが目立ちます。計算機の正しい使い方、購入品レシートの見方、決算の方法の理解等、今後の課題多いです。日々集中してトレーニングする時間を確保し、確実にステップアップ・身に付いていけるように、作業療法時の活用も検討中です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ビデオ学習＞

· スーパー救急病院　さわ病院

· 全国、治療患者様の総数33万人。その訳4分の１が精神病患者様であり、けして少なくない。精神科治療の最大の使命は、早期発見・早期治療である。どれだけ早期に的確な治療を行ったかによって、入院の長期化をなくし社会復帰する事ができる。しかし、患者様の多くは病識に乏しいというのが現実であり、なかなか早期の治療開始に時間がかかる。一端入院されても、そういったケースでは、服薬の必要性・理解に欠ける場合が殆どで、治療進行も順調にはいかない。患者様との信頼関係確立が重要である。

· さわ病院、精神科治療の大きな柱
1、 薬物療法・・・抗精神病薬の開発・改良で、副作用が少なく高い治療効　　　　　　

　　　　　　　が期待できるものが増えた。

2、 電気ショック療法・・・頭部に微弱の電気を流して症状を抑える療法。　　

　　　　　　　　　　　そのメカニズムは明らかではないが、確実に効果が得られている。
· さわ病院について

1、 24時間入院患者様対応

2、 夜間電話相談の受付
3、 夜勤帯、少ないスタッフでの勤務時は、ナースステーション内の物品管理がいきとどかない事があるので、窓や扉が閉まる。

4、 保護室の壁や床は、事故防止の為、スポンジ製で作られ、衝撃を緩和できるようになっている。

5、 保護室のベッドは必要時収納できる作りである。

6、 患者様の現症状理解のポイントは睡眠状況である。日々の睡眠状況がひと目で分かるように管理されている。


































